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過
日
（
４
月
７
日
）
国
会

で
新
年
度
予
算
が
年
度
跨
ぎ

で
成
立
し
た
。
総
額
１
２
２

兆
３
千
億
円
と
な
り
、
少
子

高
齢
化
に
伴
う
社
会
保
障
関

係
費
は
39
・
１
兆
円
で
そ
れ

ぞ
れ
過
去
最
大
と
な
っ
た
。

消
費
税
や
所
得
税
な
ど
の
税

収
増
と
社
会
保
険
料
な
ど
に

よ
る
負
担
増
が
問
題
に
な
っ

て
い
る
。
当
然
医
療
費
に
伴

う
負
担
増
が
若
い
世
代
に
の

し
か
か
っ
て
く
る
こ
と
に
な

る
し
、
外
来
・
入
院
な
ど
恩

恵
を
受
け
て
い
る
高
齢
者
へ

の
給
付
は
高
齢
化
に
伴
っ
て

増
加
し
て
い
る
▼
日
経
新
聞

（
２
月
18
日
）
に
よ
る
と
、

年
金
・
医
療
・
介
護
な
ど
の

社
会
保
障
給
付
は
２
０
０
０

年
度
で
は
78
・
４
兆
円
で
あ

っ
た
も
の
が
２
０
２
５
年
度

で
は
１
４
０
・
７
兆
円
と
な

り
、
高
齢
者
が
ピ
ー
ク
を
迎

え
る
２
０
４
０
年
度
で
は
今

よ
り
50
兆
円
増
の
１
９
０
兆

円
に
な
る
と
推
定
し
て
い

る
。
僅
か
40
年
間
で
２
・
４

倍
に
膨
れ
上
が
る
の
で
あ

る
。
労
働
人
口（
15
〜
64
歳
）

は
４
分
の
３
に
減
る
こ
と
も

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
▼

「
負
担
」
と
「
給
付
」
は
日

本
の
現
制
度
下
に
於
い
て
は

常
に
論
じ
ら
れ
、
国
民
合
意

の
基
で
決
め
ら
れ
て
い
く
こ

と
を
望
む
。
一
方
、
今
後
の

与
野
党
協
議
を
経
て
決
め
ら

れ
る
と
思
う
が
、
若
い
世
代

に
響
き
良
い
「
負
担
減
」
ば

か
り
に
捉
え
て
い
る
と
、
国

民
皆
保
険
な
ど
の
社
会
保
障

制
度
そ
の
も
の
が
立
ち
行
か

な
く
な
る
こ
と
を
肝
に
命
ず

る
必
要
が
あ
る
。（
Ｈ
・
Ｓ
）

　
成
田
赤
十
字
病
院
は
、

北
総
地
域
の
基
幹
病
院
と

し
て
、
ま
た
国
際
空
港
の

基
盤
を
支
え
る
医
療
拠
点

と
し
て
重
要
な
責
務
を
担

っ
て
き
た
。
現
在
、
我
々

は
二
つ
の
大
き
な
転
換
点

に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
成

田
空
港
の
「
さ
ら
な
る
機

能
強
化
」
に
よ
る
地
域
経

済
の
変
容
と
、
超
高
齢
化

社
会
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

「
２
０
４
０
年
問
題
」
で

あ
る
。

　
成
田
空
港
は
、
２
０
２

９
年
を
目
途
と
し
た
Ｃ
滑

走
路
の
新
設
や
夜
間
飛
行

制
限
の
緩
和
に
よ
り
、
年

間
発
着
枠
が
50
万
回
へ
と

拡
大
さ
れ
る
。
こ
れ
に
伴

う
空
港
周
辺
人
口
の
増
加

や
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要

の
再
拡
大
、
さ
ら
に
は
航

空
機
事
故
や
新
興
感
染
症

へ
の
備
え
な
ど
、
当
院
に

求
め
ら
れ
る
「
国
際
医
療

・
災
害
医
療
」
の
ニ
ー
ズ

は
よ
り
高
度
化
・
多
様
化

す
る
。
空
港
の
拡
張
は
単

な
る
輸
送
能
力
の
向
上
で

は
な
く
、
地
域
社
会
の
構

造
そ
の
も
の
を
変
え
る
イ

ン
パ
ク
ト
を
持
っ
て
い

る
。

　
一
方
で
、
２
０
４
０
年

を
見
据
え
た
地
域
医
療
構

想
へ
の
対
応
も
待
っ
た
な

し
の
状
況
で
あ
る
。
生
産

年
齢
人
口
が
急
激
に
減
少

す
る
中
で
、
い
か
に
し
て

高
度
急
性
期
・
急
性
期
医

療
の
質
を
維
持
し
、
限
ら

れ
た
医
療
資
源
を
最
適
化

す
る
か
。
北
総
医
療
圏
に

お
い
て
も
、
高
齢
化
に
伴

う
救
急
搬
送
件
数
の
増
加

と
、
医
療
・
介
護
の
複
合

的
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
が

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
。

　
こ
れ
ら
二
つ
の
潮
流
に

対
し
、
当
院
が
目
指
す
べ

き
は
「
攻
め
と
守
り
の
調

和
」
で
あ
る
。

　
第
一
に
、
空
港
拡
張
に

対
応
す
る
「
攻
め
」
の
医

療
と
し
て
、
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
新
築
に
よ
る
救
急

医
療
・
災
害
医
療
・
高
度

医
療
・
周
産
期
医
療
・
感

染
症
医
療
の
機
能
を
強
化

し
、
国
際
的
な
ハ
ブ
空
港

そ
し
て
地
域
中
核
都
市
を

支
え
る
最
後
の
砦
と
し
て

の
地
位
を
強
固
に
す
る
。

　
第
二
に
、
地
域
を
守
る

医
療
と
し
て
、
近
隣
の
医

療
機
関
や
介
護
施
設
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
深
化
さ

せ
、
シ
ー
ム
レ
ス
な
退
院

支
援
や
在
宅
医
療
と
の
連

携
を
推
進
す
る
。

　
攻
め
も
守
り
も
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
活
用
し
た
医
療

Ｄ
Ｘ
の
推
進
な
く
し
て
は

成
し
遂
げ
ら
れ
な
い
。

　
日
本
赤
十
字
社
の
使
命

は
、
時
代
が
変
わ
ろ
う
と

も
不
変
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
の
実
践
形
態
は
進

化
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
成
田
空
港
の
発
展

を
地
域
の
活
力
へ
と
繋

げ
、
同
時
に
２
０
４
０
年

の
超
高
齢
社
会
に
お
い
て

住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
医
療
体
制
を
構
築
す
る

こ
と
。
当
院
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
と
ロ
ー
カ
ル
が
交
差

す
る
こ
の
成
田
の
地
で
、

「
必
要
・
信
頼
・
期
待
さ

れ
る
赤
十
字
病
院
」
と
し

て
さ
ら
に
発
展
し
て
い
く

決
意
で
あ
る
。

（
成
田
赤
十
字
病
院
・
院

長
）

◆
　
　
　
◆

成
田
空
港
拡
張
と
２
０
４
０
年
問
題
を

見
据
え
た
成
田
赤
十
字
病
院
の
役
割

連
盟
　
理
事
　

青

墳

信

之

地
域
医
療
構
想
及
び

医
療
計
画
等
に
関
す
る
検
討
会

～
医
師
確
保
計
画
の
見
直
し
も
取
り

ま
と
め

～
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新
た
な
地
域
医
療
構
想
及

び
医
師
確
保
計
画
の
見
直
し

等
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働

省
の
「
地
域
医
療
構
想
及
び

医
療
計
画
等
に
関
す
る
検
討

会
」（
座
長
＝
遠
藤
久
夫
・
学

習
院
大
学
長
）
に
お
い
て
検

討
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
３

月
19
日
に
そ
の
取
り
ま
と
め

を
公
表
し
た
。
概
要
は
以
下

の
と
お
り
。

「
地
域
医
療
構
想
及
び
医
療

計
画
等
に
関
す
る
検
討
会
と

り
ま
と
め
」（
地
域
医
療
構

想
策
定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
骨

子
）
の
概
要

■
地
域
医
療
構
想
が
目
指
す

方
向
性

　
・
85
歳
以
上
の
高
齢
者
の

増
加
や
人
口
減
少
が
更
に
進

む
２
０
４
０
年
と
そ
の
先
を

見
据
え
、
全
て
の
地
域
・
世

代
の
患
者
が
、
適
切
に
医
療

・
介
護
を
受
け
な
が
ら
生
活

し
、
必
要
に
応
じ
て
入
院

し
、
日
常
生
活
に
戻
る
こ
と

が
で
き
、
同
時
に
、
医
療
従

事
者
も
持
続
可
能
な
働
き
方

を
確
保
で
き
る
よ
う
、
住
民

を
含
め
地
域
の
関
係
者
の
理

　
・
救
急
の
実
施
基
準
に
お

い
て
、
高
齢
者
救
急
の
考
え

方
を
位
置
付
け

　
・
入
院
早
期
か
ら
の
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
等
の
提
供

の
推
進

●
外
来
・
在
宅
医
療

　
▼
外
来
医
療
提
供
体
制
の

維
持

　
・
診
療
所
の
減
少
が
進
む

中
、
地
域
の
病
院
を
中
心
に

提
供
体
制
を
構
築

　
・
へ
き
地
や
診
療
所
の
数

解
を
得
な
が
ら
医
療
提
供
体

制
を
構
築
す
る

●
入
院
医
療

　
▼
持
続
可
能
な
急
性
期
医

療
の
確
保

　
・
医
療
機
関
機
能
を
踏
ま

え
、
急
性
期
の
医
療
需
要

や
、
手
術
や
救
急
搬
送
に
お

け
る
医
療
機
関
ご
と
の
役
割

分
担
等
に
つ
い
て
地
域
ご
と

に
協
議

　
▼
高
齢
者
救
急
の
受
入
体

制
の
整
備

が
限
ら
れ
て
い
る
地
域
等
に

お
い
て
、D

 to P
 w

ith 
N

を
含
む
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

の
活
用
を
推
進

　
▼
在
宅
医
療
の
受
け
皿
の

整
備

　
・
在
宅
医
療
、
介
護
施
設
、

療
養
病
床
を
一
体
的
に
捉
え

受
け
皿
を
整
備

　
・
医
歯
薬
連
携
の
推
進

　
・D

 to P
 w

ith N

を

含
む
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
等
に

よ
る
効
率
化
や
病
院
に
よ
る

実
施
体
制
の
強
化
、
介
護
施

設
な
ど
の
在
宅
医
療
以
外
の

資
源
に
よ
り
受
け
皿
を
整
備

●
介
護
と
の
連
携

　
▼
医
療
と
介
護
の
ニ
ー
ズ

を
有
す
る
者
へ
の
対
応
の
推

進　
・
地
域
医
療
構
想
に
お
け

る
市
町
村
と
介
護
関
係
者
の

役
割
を
明
確
化

　
・
慢
性
期
の
医
療
需
要
に

つ
い
て
、
在
宅
医
療
等
と
あ

わ
せ
た
体
制
整
備

　
・
医
療
と
介
護
の
相
互
理

解
の
推
進

●
人
材
確
保

　
▼
地
域
に
お
け
る
医
療
人

材
の
確
保

　
・
都
道
府
県
単
位
で
、
大

学
病
院
本
院
か
ら
急
性
期
拠

点
機
能
を
中
心
と
し
た
、
地

域
医
療
構
想
全
体
を
踏
ま
え

た
人
的
協
力
の
あ
り
方
に
つ

い
て
協
議

　
・
看
護
師
等
の
将
来
の
人

材
確
保
の
方
向
性
を
反
映

●
構
想
区
域
の
見
直
し

　
・
医
療
機
関
の
連
携
・
再

編
・
集
約
化
な
ど
医
療
提
供

体
制
構
築
の
た
め
の
議
論
の

単
位
や
、
必
要
病
床
数
の
運

用
が
可
能
と
な
る
単
位
等
を

踏
ま
え
、
人
口
20
万
人
以
上

を
基
本
と
し
つ
つ
、
地
域
の

実
情
を
踏
ま
え
柔
軟
に
設
定

●
医
療
機
関
機
能
の
新
設

　
医
療
機
関
機
能
の
確
保
の

協
議
を
通
じ
て
将
来
の
提
供

体
制
の
確
保
の
取
組
を
推
進

　
▼
急
性
期
拠
点
機
能

　
・
構
想
区
域
毎
に
、
人
口

20
万
～
30
万
に
１
つ
を
目
安

に
確
保

　
・
手
術
等
の
急
性
期
医
療

を
集
約
し
て
提
供

　
・
新
興
感
染
症
等
へ
の
対

応　
・
地
域
の
人
口
や
医
療
需

要
等
を
踏
ま
え
た
病
床
の
ダ

ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ

　
▼
高
齢
者
救
急
・
地
域
急

性
期
機
能

　
・
誤
嚥
性
肺
炎
等
の
高
齢

者
救
急
を
受
入

　
・
高
齢
者
を
中
心
に
入
院

早
期
か
ら
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
提
供

　
・
大
都
市
等
に
お
い
て
は

頻
度
の
多
い
手
術
を
提
供

　
▼
在
宅
医
療
等
連
携
機
能

　
・
地
域
で
の
在
宅
医
療
の

提
供

　
・
他
の
医
療
機
関
や
介
護

施
設
、
訪
問
看
護
、
訪
問
介

護
等
と
連
携
し
た
24
時
間
の

対
応
や
入
院
対
応
を
実
施

　
▼
専
門
等
機
能

　
・
集
中
的
な
リ
ハ
ビ
リ
、

中
長
期
に
わ
た
る
入
院
医

療
、
有
床
診
療
所
の
担
う
地

域
に
根
ざ
し
た
診
療
、
一
部

の
診
療
科
に
特
化
し
地
域
ニ

ー
ズ
に
応
じ
た
診
療
を
提
供

　
▼
医
育
及
び
広
域
診
療
機

能
（
大
学
病
院
本
院
）

　
・
都
道
府
県
と
連
携
し
た

人
的
協
力

　
・
症
例
数
が
少
な
い
医
療

な
ど
の
広
域
な
観
点
で
の
診

療　
・
地
域
で
多
様
な
症
例
に

対
応
す
る
人
材
の
育
成

●
病
床
機
能
報
告
・
必
要
病

床
数
の
見
直
し

　
・
こ
れ
ま
で
の
地
域
医
療

構
想
の
取
組
に
加
え
、
病
床

機
能
に
つ
い
て
回
復
期
を
包

括
期
と
す
る
と
と
も
に
、
必

要
病
床
数
に
つ
い
て
新
た
な

地
域
医
療
構
想
の
取
組
を
踏

ま
え
た
推
計
を
実
施
し
、
病

床
機
能
の
分
化
・
連
携
を
推
進

　
※
令
和
８
年
３
月
19
日
地

域
医
療
構
想
及
び
医
療
計
画

等
に
関
す
る
検
討
会
と
り
ま

と
め
よ
り
作
成

　
※
な
お
、
精
神
医
療
に
お

け
る
地
域
医
療
構
想
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
策
定
に
向
け

て
、２
０
２
６
年
度（
令
和
８

年
度
）
中
を
目
途
に
結
論
を

得
る
べ
く
、
検
討
を
進
め
る

新たな地域医療構想新たな地域医療構想等に関して等に関して
取りまとめ取りまとめ

新たな地域医療構想の策定・推進に向けたスケジュール（イメージ）

• 遅くとも2028年度までに、急性期拠点機能を報告する医療機関を含めた医療機関の設定など、課題に応じ
て、対応案を検討・決定する

• その際、病床数等だけでなく、働き方の改善も含めた医療従事者の確保や医療機関へのアクセス等の様々な要
素を踏まえた案を複数設定し協議を行う。具体的には、医療提供体制への影響、医療へのアクセス、医療の担い
手の確保等の観点に係るメリット・デメリット等を比較考量し、対応案について協議の上、取組方針を決定し、地
域医療構想を策定する

年

年

年 • 基本となるデータとして人口推計、現在の病床数、人材等の医療資源、必要病床数等の将来の見込み等を関
係者で共有する

• 現在の構想区域について、必要病床数の議論をするという観点や、医療機関機能の確保を行う単位という観
点を踏まえて、構想区域の設定について検討し、必要に応じて見直し

 医療機関の連携・再編・集約化など、医療提供体制構築のための議論
⇒人口20万人以上を目安としながら検討

 必要病床数の運用
⇒区域の人口や医療機関数、流出入等を踏まえて設定

• 設定した構想区域における必要病床数を算出する

• 入院医療をはじめとした医療提供や人材の確保についての地域における課題をデータに基づき把握し、当該地域
で中心となる課題や都道府県全体で取り組むべき課題や目的を設定

現状・課題
の把握

区域の設定

設定した区域
の課題の把握

取組の
決定と推進

取組の推進 • 2040年を見据えた医療提供体制について、2035年を目途に、一定の成果を確保する

地域医療構想の策定と取り組みの進め方年度

※議論のために必要なデータ等のうち、国から提供する必要があるものについて、国から都道府県に対し、順次提供。また、国から都道府県に対して、定期的に地域医療
構想の策定や推進に資するための研修を実施予定。
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第 37 回「診療報酬請求事務セミナー 」ご案内

全国公私病院連盟では、「 第 37 回診療報酬請求事務セミナー 」を開

催します。病院関係職員皆様のご参加をお待ちしております。

(株)ASK梓診療報酬研究所 代表取締役  中林 梓 先生講師

(株)リンクアップラボ 代表取締役 酒井 麻由美 先生講師

講演 1
180分

講演 2
  120分

※収録日：6月5日

※収録日：6月30日

令和８年7月21日（火）～ 8月31日（月）

【視聴時の注意事項】
職場やご自宅で視聴できます。スマートフォンやタブレットでもご視聴いただけます。
期間中は同一施設内であれば、何名様でも何度でもご視聴いただけます。
録画のため講師への質疑応答はできませんので、ご了承ください。
資料はPDFで公開予定です。ダウンロード・プリントアウトしてご利用ください。
動画及び資料の無断転載や複製等を禁止します。
視聴機器、インターネット環境はご自身でご用意ください。

・本連盟HP内の申込フォームよりお申込ください。
・申込受付後、５営業日以内にメールにてご案内いたします。
・視聴期間中もお申し込みは可能です。

申 込 方 法

全国公私病院連盟

下記団体に加盟している病院（会員病院）1施設につき 11,000円（税込）

上記団体以外の病院（非会員病院） 1施設につき 13,200円（税込）

申込・振込期限

参 加 費 用

視聴期間終了日まで申込・振込可能

・全国自治体病院協議会
・日本赤十字社病院長連盟
・日本私立病院協会

・全国公立病院連盟
・全国済生会病院長会
・日本公的病院精神科協会

・全国厚生農業協同組合連合会
・岡山県病院協会

お問合せ先 〒111-0042 東京都台東区寿4-15-7 食品衛生センター7階
Mali : seminar@byo-ren.com

2026年度診療報酬改定のポイント解説と病床機能の行方

2026年改定内容を踏まえた精神科病院の対応策
                                       ～キーワードは多職種連携・ICT～

オンデマンド配信
視 聴 期 間

第37回 診療報酬請求事務WEBセミナー

中林先生酒井先生

第
36
回
「
診
療
報
酬
請
求
事
務
セ
ミ
ナ
ー
」開
く

　
全
国
公
私
病
院
連
盟
は
「
第
36
回
診
療
報
酬
請
求
事
務
セ
ミ
ナ
ー
」
を
３
月
27
日

～
４
月
30
日
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
に
は
、
中
林
梓
先
生
（
Ａ
Ｋ
Ｓ
梓
診

療
報
酬
研
究
所
・
代
表
取
締
役
）
と
酒
井
麻
由
美
先
生
（
リ
ン
ク
ア
ッ
プ
ラ
ボ
・
代

表
取
締
役
）
を
お
迎
え
し
、
中
林
先
生
に
は
「
２
０
２
６
年
度
診
療
報
酬
改
定
の
ポ

イ
ン
ト
と
経
営
対
応
」
を
テ
ー
マ
に
、
酒
井
先
生
に
は
「
精
神
科
関
連
の
２
０
２
６

年
度
診
療
報
酬
改
定
の
内
容
と
対
応
策
」
を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
号
で
は
中
林
先
生
の
講
演
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。
な
お
、
７
月
21
日
よ
り
、「
第
37

回
診
療
報
酬
請
求
事
務
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。
詳
細
は
全
国
公
私
病
院
連
盟

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

講
演
要
旨中 

林
　 

梓 

先
生

　
２
０
２
６
年
６
月
の
診
療

報
酬
改
定
の
基
本
的
視
点
の

重
点
課
題
に
、「
物
価
や
賃

金
、
人
手
不
足
等
の
医
療
機

関
等
を
取
り
ま
く
環
境
の
変

化
へ
の
対
応
」
が
掲
げ
ら
れ

ま
し
た
。
結
果
、
本
体
改
定

率
が
過
去
に
前
例
が
な
い
程

の
＋
３
・
09
％
と
な
り
、
特

に
、
賃
上
げ
に
つ
い
て
１
・

７
％
、
物
価
対
応
に
つ
い
て

０
・
76
％
と
賃
上
げ
・
物
価

対
応
で
改
定
率
80
％
が
充
て

ら
れ
ま
し
た
。
賃
上
げ
で
は

対
象
者
の
拡
大
や
手
続
き
の

簡
素
化
が
図
ら
れ
、
物
価
対

応
で
も
令
和
８
年
度
と
９
年

度
で
の
段
階
的
な
引
き
上
げ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
賃
上
げ
や
物
価
対
応
は
非

常
に
重
要
で
す
が
、
そ
れ
と

同
程
度
に
着
目
す
べ
き
は
、

基
本
的
視
点
の
２
番
目
に
示

さ
れ
た
「
２
０
４
０
年
頃
を

見
据
え
た
医
療
機
関
の
機
能

の
分
化
・
連
携
と
地
域
に
お

け
る
医
療
の
確
保
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
」

で
す
。
特
に
急
性
期
医
療
の

再
編
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
救

必
要
度
に
お
け
る
救
急
患
者

応
需
係
数
や
割
合
指
数
の
導

入
も
あ
り
ま
し
た
。

　
前
回
改
定
で
新
設
さ
れ
た

地
域
包
括
医
療
病
棟
も
再
編

さ
れ
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟

含
め
回
復
期
・
包
括
期
医
療

も
充
実
さ
れ
た
改
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。
２
０
４
０
年
を

目
指
し
た
新
た
な
地
域
医
療

急
搬
送
の
受
入
や
手
術
等
の

急
性
期
機
能
に
着
目
し
、
地

域
ご
と
の
急
性
期
機
能
に
着

目
し
た
急
性
期
病
院
一
般
入

院
基
本
料
が
新
設
さ
れ
ま
し

た
。
重
症
度
、
医
療
・
看
護

構
想
の
構
築
に
向
け
た
取
り

組
み
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
一
方
で
は
、「
治
し
、
支
え

る
医
療
」
の
実
現
や
在
宅
療

養
患
者
や
介
護
保
険
施
設
等

入
所
者
の
後
方
支
援
機
能

（
緊
急
入
院
等
）を
担
う
医
療

機
関
の
評
価
、
円
滑
な
入
退

院
の
実
現
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
・
栄
養
管
理
・
口
腔
管

理
等
の
高
齢
者
の
生
活
を
支

え
る
ケ
ア
の
推
進
、
か
か
り

つ
け
医
機
能
等
の
評
価
、
外

来
医
療
の
機
能
分
化
と
連
携
、

外
来
機
能
や
連
携
機
能
の
評

価
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
ア
ウ
ト
カ
ム
に
も
着
目
し

た
評
価
の
推
進
や
医
療
Ｄ
Ｘ

や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
連
携
を
活
用
す
る

医
療
機
関
・
薬
局
の
体
制
の

評
価
も
随
所
に
み
ら
れ
ま

す
。

　
賃
上
げ
・
物
価
対
応
以
上

に
、
地
域
医
療
構
想
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
、
か
か

り
つ
け
医
の
推
進
等
々
に
重

要
な
診
療
報
酬
が
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
本
セ
ミ
ナ
ー
に
お

い
て
、
今
改
定
の
ポ
イ
ン
ト

を
確
認
し
、
自
院
の
医
療
機

能
を
よ
り
高
め
ら
れ
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
で
す
。

令
和
８
年
度
「
診
療
報
酬
改

定
」
に
伴
う
事
務
連
絡
「
疑

義
解
釈
（
そ
の
２
）」

　
厚
生
労
働
省
保
険
局
医
療

課
は
4
月
1
日
付
で
「
疑
義

解
釈
（
そ
の
２
）」
を
発
出
し

て
い
ま
す
の
で
そ
の
一
部
を

掲
載
し
ま
す
。

■
医
科
診
療
報
酬
点
数
表
関

係
（
抜
粋
）

●
急
性
期
病
院
一
般
入
院
基

本
料

【
問
３
】
急
性
期
病
院
一
般

入
院
基
本
料
及
び
急
性
期
総

合
体
制
加
算
の
施
設
基
準
の

全
身
麻
酔
に
よ
る
手
術
件
数

に
つ
い
て
、
医
科
歯
科
併
設

の
医
療
機
関
に
お
い
て
、
歯

科
医
師
が
全
身
麻
酔
を
用
い

て
医
科
点
数
表
と
歯
科
点
数

表
に
共
通
の
手
術
で
あ
る
抜

歯
手
術
を
実
施
し
た
場
合
、

実
績
件
数
に
含
め
て
よ
い
か
。

【
答
】
歯
科
医
師
が
、
歯
科

点
数
表
に
基
づ
き
当
該
手
術

を
実
施
し
た
場
合
は
、
全
身

麻
酔
に
よ
る
手
術
件
数
に
含

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

●
一
般
病
棟
用
の
重
症
度
、

医
療
・
看
護
必
要
度

【
問
４
】
救
急
患
者
応
需
係

数
の
計
算
は
直
近
の
12
か
月

で
毎
月
計
算
す
る
必
要
が
あ

る
の
か
。

【
答
】
前
年
度
の
４
月
か
ら

３
月
ま
で
の
直
近
１
年
間
の

デ
ー
タ
で
算
出
す
る
こ
と
。

●
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必

要
度

【
問
５
】
重
症
度
、
医
療
・

看
護
必
要
度
の
救
急
患
者
応

需
係
数
に
つ
い
て
、「
病
床

当
た
り
年
間
救
急
搬
送
受
入

件
数
」
の
救
急
搬
送
受
入
件

数
は
、
入
院
症
例
だ
け
で
な

く
、
外
来
症
例
も
含
む
か
。

別
加
算
を
算
定
す
る
診
療
科

に
つ
い
て
は
、
地
域
医
療
体

制
確
保
加
算
２
の
２
の（
３
）

に
規
定
す
る
特
定
診
療
科
で

あ
る
こ
と
と
あ
る
が
、
地
域

医
療
体
制
確
保
加
算
２
を
届

出
て
い
る
必
要
が
あ
る
か
。

【
答
】
原
則
と
し
て
地
域
医

療
体
制
確
保
加
算
２
を
届
け

出
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
た

だ
し
、
特
定
機
能
病
院
に
お

い
て
、
地
域
医
療
体
制
確
保

加
算
の
施
設
基
準
通
知
の
１

の
（
３
）
及
び
（
４
）
に
規

定
す
る
病
院
勤
務
医
の
負
担

軽
減
・
処
遇
改
善
等
に
資
す

る
体
制
に
係
る
基
準
並
び
に

２
の
（
３
）
及
び
（
４
）
に

規
定
す
る
特
定
診
療
科
に
係

る
基
準
を
満
た
す
場
合
に
は
、

地
域
医
療
体
制
確
保
加
算
２

を
届
け
出
て
い
な
く
て
も
、

「
地
域
医
療
体
制
確
保
加
算

２
の
２
の
（
３
）
に
規
定
す

る
特
定
診
療
科
で
あ
る
」
の

要
件
を
満
た
す
こ
と
と
す
る
。

【
医
療
提
供
機
能
連
携
確
保

加
算
】

【
問
20
】「
Ａ
２
５
４
」
医
療

提
供
機
能
連
携
確
保
加
算
の

「
外
来
・
在
宅
診
療
体
制
の

確
保
に
係
る
診
療
（
入
院
中

の
患
者
以
外
の
患
者
に
対
し

て
行
う
診
療
に
限
る
）
の
実

績
」
に
つ
い
て
は
、
当
該
加

算
を
算
定
す
る
保
険
医
療
機

関
が
所
在
す
る
二
次
医
療
圏

に
お
い
て
満
た
す
必
要
が
あ

る
か
。

【
答
】
必
ず
し
も
当
該
加
算

を
算
定
す
る
保
険
医
療
機
関

が
所
在
す
る
二
次
医
療
圏
に

お
い
て
満
た
す
こ
と
は
要
し

な
い
。
な
お
、
施
設
基
準
通

知
（
１
）
の
ア
か
ら
エ
ま
で

に
規
定
す
る
「
当
該
地
域
」

と
は
、「
人
口
の
少
な
い
地

域
」
を
指
し
、
ア
か
ら
エ
ま

【
答
】
そ
の
と
お
り
。

【
問
６
】
重
症
度
、
医
療
・

看
護
必
要
度
の
救
急
患
者
応

需
係
数
の
施
設
基
準
に
つ
い

て
救
急
患
者
応
需
係
数
を
用

い
た
割
合
指
数
の
対
象
と
な

る
入
院
料
及
び
入
院
基
本
料

等
加
算
は
ど
の
範
囲
か
。

【
答
】
割
合
指
数
の
対
象
と

な
る
入
院
料
は
急
性
期
病
院

一
般
入
院
基
本
料
、
急
性
期

一
般
入
院
基
本
料
（
急
性
期

一
般
入
院
料
６
を
除
く
）、

特
定
機
能
病
院
入
院
基
本
料

（
一
般
病
棟
の
７
対
１
入
院

基
本
料
に
限
る
）
及
び
地
域

包
括
医
療
病
棟
入
院
料
で
あ

る
。
ま
た
、
割
合
指
数
の
対

象
と
な
る
入
院
基
本
料
等
加

算
は
看
護
・
多
職
種
協
働
加

算
及
び
急
性
期
総
合
体
制
加

算
で
あ
る
。

●
急
性
期
総
合
体
制
加
算

【
問
７
】「
放
射
線
治
療
（
体

外
照
射
法
）」が
２
０
０
症
例

以
上
と
の
記
載
が
あ
る
が
、

こ
こ
で
い
う
症
例
と
は
、
実

患
者
数
で
の
計
算
に
な
る
の

か
。
ま
た
は
、
同
一
部
位
で

照
射
方
法
等
が
変
更
と
な

り
、
新
た
な
計
画
が
策
定
さ

れ
た
場
合
（
放
射
線
治
療
管

理
料
を
新
た
に
算
定
し
た
場

合
等
）
に
つ
い
て
は
、
同
一

患
者
で
も
複
数
と
し
て
計
算

す
る
の
か
。

【
答
】
同
一
疾
病
の
一
連
の

放
射
線
治
療
に
つ
い
て
は
、

途
中
で
計
画
が
変
更
さ
れ
た

場
合
で
あ
っ
て
も
１
例
と
し

て
計
算
す
る
。
一
方
で
、
一

連
の
放
射
線
治
療
が
終
了

後
、
再
発
等
に
よ
り
新
た
な

放
射
線
治
療
が
行
わ
れ
る
場

合
に
は
、
同
一
患
者
で
あ
っ

て
も
複
数
と
し
て
計
算
す
る
。

●
外
科
医
療
確
保
特
別
加
算

【
問
10
】
外
科
医
療
確
保
特

で
の
い
ず
れ
か
の
う
ち
２
つ

以
上
を
、
人
口
の
少
な
い
地

域
に
該
当
す
る
同
一
の
二
次

医
療
圏
に
お
い
て
満
た
す
必

要
が
あ
り
、
そ
の
上
で（
２
）

を
満
た
す
必
要
が
あ
る
こ
と

に
留
意
さ
れ
た
い
。

【
看
護
・
多
職
種
協
働
加
算
】

【
問
36
】「
Ａ
２
１
５
」
看
護

・
多
職
種
協
働
加
算
に
お
い

て
は
看
護
職
員
、
理
学
療
法

士
、
作
業
療
法
士
、
言
語
聴

覚
士
、
管
理
栄
養
士
又
は
臨

床
検
査
技
師
の
い
ず
れ
か
を

25
対
１
で
配
置
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
が
、
看
護
職
員

の
み
の
配
置
で
他
職
種
を
配

置
し
な
く
て
も
算
定
で
き
る

の
か
。

【
答
】
算
定
可
能
。

■
医
科
診
療
報
酬
点
数
表
関

係
（
Ｄ
Ｐ
Ｃ
）

【
問
１
の
２
】
Ｄ
Ｐ
Ｃ
対
象

病
院
の
基
準
と
し
て
、「
調

査
期
間
１
月
当
た
り
の
デ
ー

タ
数
が
90
以
上
で
あ
る
こ

と
」
と
あ
る
が
、
短
期
滞
在

手
術
等
基
本
料
３
の
対
象
手

術
等
を
実
施
す
る
患
者
は
デ

ー
タ
数
に
含
ま
れ
る
の
か
。

【
答
】
含
ま
れ
る
。

【
問
２
の
15
】
Ｄ
Ｐ
Ｃ
／
Ｐ

Ｄ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
算
定
を
行
う

病
床
に
お
い
て
区
分
番
号

「
Ａ
４
０
０
」
短
期
滞
在
手

術
等
基
本
料
３
の
対
象
手
術

等
を
実
施
し
た
患
者
に
つ
い

て
は
、
ど
の
よ
う
に
算
定
す

る
の
か
。

【
答
】
短
期
滞
在
手
術
等
基

本
料
３
の
算
定
要
件
を
満
た

し
、
入
院
後
５
日
以
内
に
退

院
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

短
期
滞
在
手
術
等
基
本
料
３

に
よ
り
算
定
す
る
。
そ
れ
以

外
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
診

断
群
分
類
点
数
表
に
よ
り
算

定
す
る
。

ＷＥＢの画面より
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全
国
公
私
病
院
連
盟
で
は
「
令
和
７
年
度
事
業
計
画
書
」
に
基
づ
き
諸
活
動
を
展

開
し
ま
し
た
。
今
号
で
は
「
令
和
７
年
度
事
業
報
告
書
（
案
）」
の
概
要
を
掲
載
し
ま

す
。
同
報
告
書
（
案
）
は
６
月
17
日
の
「
令
和
８
年
度
（
第
66
回
）
全
国
公
私
病
院

連
盟
定
時
総
会
」（
於
：
食
品
衛
生
セ
ン
タ
ー
）
に
諮
ら
れ
ま
す
。

　
令
和
７
年
度

　
「
事
業
報
告
書
」（
案
）

　
本
連
盟
で
は
、
令
和
７
年

度
事
業
計
画
書
に
基
づ
き
下

記
の
諸
活
動
を
展
開
し
た
。

　
　
　
記

　
１
．
診
療
報
酬
改
定
対
策

運
動
の
推
進

　
本
連
盟
で
は
令
和
８
年
度

診
療
報
酬
改
定
に
対
し
、

「
令
和
７
年
度
（
第
66
回
）

定
時
総
会
」
に
お
い
て
、
病

院
収
入
の
源
は
公
定
価
格
で

定
め
ら
れ
た
診
療
報
酬
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
医
療
従
事
者

の
賃
上
げ
に
よ
る
処
遇
改
善

に
加
え
、
病
院
の
施
設
運
営

に
係
る
基
礎
的
経
費
を
物
価

・
賃
金
等
の
上
昇
に
応
じ
て

適
切
に
診
療
報
酬
で
賄
え
る

仕
組
み
と
し
、
恒
久
的
に
担

保
す
る
こ
と
な
ど
を
決
議

し
、
厚
生
労
働
省（
厚
労
省
）

を
は
じ
め
と
す
る
関
係
各
所

へ
要
望
し
た
。

　
な
お
、
本
連
盟
な
ど
15
病

院
団
体
が
加
盟
す
る
「
日
本

病
院
団
体
協
議
会
（
日
病

協
）」に
お
い
て
も
、
物
価
高

騰
、
人
件
費
高
騰
が
続
い
て

お
り
、
病
院
経
営
が
更
に
深

刻
な
状
況
へ
と
悪
化
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
基
本
的
な
入

院
料
を
堅
実
に
引
き
上
げ
る

よ
う
厚
労
省
へ
要
望
書
を
提

互
換
性
、
診
療
報
酬
改
定
の

度
に
起
こ
る
ソ
フ
ト
の
改

変
、
約
５
年
ご
と
と
さ
れ
る

機
種
の
更
新
、
サ
イ
バ
ー
攻

撃
対
策
な
ど
病
院
の
負
担
は

大
き
く
な
っ
て
い
る
が
、
現

在
の
診
療
報
酬
で
は
対
応
不

可
能
な
た
め
、
こ
れ
ら
費
用

の
公
的
支
援
を
要
望
し
た
。

　
３
．
病
院
経
営
改
善
対
策

の
推
進

　
病
院
経
営
改
善
対
策
に
つ

い
て
は
、
病
院
経
営
改
善
の

一
助
と
な
る
よ
う
病
院
関
係

者
の
知
識
向
上
を
目
的
と
し

た
「
診
療
報
酬
請
求
事
務
セ

ミ
ナ
ー
」
お
よ
び
「
Ｄ
Ｐ
Ｃ

セ
ミ
ナ
ー
」
な
ど
を
開
催
し

て
対
策
を
講
じ
た
。

　
ま
た
、
消
費
税
は
最
終
消

費
者
が
負
担
す
る
こ
と
が
原

則
だ
が
、
医
療
に
お
い
て
は

非
課
税
と
な
っ
て
い
る
た
め

病
院
の
負
担
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
分
は
診
療
報
酬
に
加
算

し
て
補
填
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
検

証
で
は
未
だ
に
バ
ラ
つ
き
が

あ
り
、
信
頼
性
・
公
平
性
に

欠
け
て
い
る
た
め
、
医
療
に

掛
か
る
控
除
対
象
外
消
費
税

は
課
税
と
す
る
こ
と
を
令
和

７
年
６
月
20
日
に
厚
労
省

へ
、
同
年
11
月
12
日
に
自
民

党
へ
要
望
書
を
提
出
し
た
。

　
４
．
調
査
活
動
の
推
進

出
し
て
い
る
。

　
政
府
は
令
和
８
年
度
診
療

報
酬
改
定
率
を
賃
上
げ
と
物

価
高
騰
へ
の
対
応
を
柱
に
本

体
プ
ラ
ス
３
・
09
％
と
す
る

こ
と
を
決
定
し
、
厚
労
省
が

令
和
８
年
３
月
５
日
に
告
示

し
た
こ
と
に
伴
い
、
本
連
盟

は
一
般
社
団
法
人
日
本
病
院

会
と
共
催
で
「
令
和
８
年
度

診
療
報
酬
改
定
説
明
会
」
を

令
和
８
年
３
月
12
日
に
ラ
イ

ブ
配
信
、
令
和
８
年
３
月
13

日
～
19
日
ま
で
録
画
配
信
で

実
施
し
、
病
院
関
係
者
ら
３

６
１
５
名
が
視
聴
し
た
。

　
２
．
医
療
提
供
体
制
対
策

の
推
進

　
全
国
的
に
医
師
の
偏
在
が

問
題
と
な
り
、
病
院
は
医
師

確
保
に
難
渋
し
、
今
後
、
現

行
の
医
療
提
供
体
制
す
ら
維

持
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る

と
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

地
域
ご
と
の
医
師
偏
在
の
実

態
や
、
医
療
現
場
の
取
組
の

現
状
を
把
握
し
て
、
必
要
に

応
じ
柔
軟
に
実
効
性
・
即
効

性
の
あ
る
対
策
を
講
じ
る
と

と
も
に
、
地
域
医
療
の
確
保

に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
要

望
し
た
。

　
ま
た
、
医
療
現
場
で
は
電

子
カ
ル
テ
が
必
要
不
可
欠
と

な
っ
て
い
る
が
、
ベ
ン
ダ
ー

が
異
な
る
電
子
カ
ル
テ
間
の

　
調
査
活
動
に
つ
い
て
は
、

毎
年
６
月
を
調
査
対
象
月
と

し
て
い
る
「
病
院
運
営
実
態

分
析
調
査
」
を
実
施
し
、
令

和
８
年
２
月
に
「
令
和
７
年 

病
院
運
営
実
態
分
析
調
査

（
令
和
７
年
６
月
調
査
）
の

概
要
」
を
取
り
ま
と
め
公
表

す
る
と
と
も
に
、
同
年
３
月

に
報
告
書
「
病
院
経
営
実
態

調
査
報
告
」「
病
院
経
営
分

析
調
査
報
告
」
お
よ
び
「
病

院
概
況
調
査
報
告
書
」
を
発

刊
し
た
。

　
５
．
要
望
・
調
査
結
果
の

公
表

　
以
下
の
要
望
、
調
査
結
果

等
の
公
表
を
行
っ
た
。

（
１
）
要
望
等
（
全
国
公
私

病
院
連
盟
）

　
①
「
令
和
７
年
度
（
第
66

回
）
定
時
総
会
『
決
議
』」

（
令
和
７
年
６
月
12
日
要
望
）

　
要
望
先
：
厚
労
省
（
大
臣

・
副
大
臣
・
政
務
官
以
下
関

係
局
長
・
審
議
官
・
課
長
）、

中
医
協
委
員
、自
民
党
、衆
参

議
院
厚
生
労
働
委
員
会
な
ど

　
②
「
令
和
８
年
度
診
療
報

酬
改
定
に
係
る
要
望
書
」

（
令
和
７
年
６
月
20
日
要
望
）

　
要
望
先
：
厚
労
省
・
保
険

局
医
療
課

　
③
「
令
和
８
年
度
税
制
改

正
要
望
に
つ
い
て
」（
令
和

７
年
６
月
20
日
要
望
）

　
要
望
先
：
厚
労
省
・
政
策

統
括
官

　
④
「
予
算
・
税
制
改
正
及

び
一
般
政
策
に
関
す
る
要

望
」（
令
和
７
年
11
月
12
日

要
望
）

　
要
望
先
：
自
民
党

（
２
）
調
査
結
果
の
公
表

　
①
「
病
院
運
営
実
態
分
析

調
査(

令
和
７
年
６
月
調
査)

の
概
要
」（
令
和
８
年
２
月

24
日
送
付
）

　
公
表
先
：
厚
労
省
（
大
臣

・
副
大
臣
・
政
務
官
以
下
関

係
局
長
・
審
議
官
・
課
長
）、

中
医
協
委
員
、
自
民
党
、
衆

参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
な

ど　
６
．
広
報
活
動
の
推
進

　
広
報
活
動
に
つ
い
て
は
、

毎
月
「
広
報
委
員
会
」
を
開

催
し
て
「
公
私
病
連
ニ
ュ
ー

ス
」
を
第
５
６
０
号
（
令
和

７
年
４
月
号
）
か
ら
第
５
７

１
号
（
令
和
８
年
３
月
号
）

ま
で
12
回
発
行
し
、
本
連
盟

の
諸
活
動
の
状
況
お
よ
び
最

新
の
医
療
界
の
情
報
な
ど
を

提
供
し
た
。

　
な
お
、
参
集
形
式
の
「
理

事
会
」
お
よ
び
「
定
時
総
会
」

終
了
後
に
は「
記
者
会
見
」を

開
催
し
、
本
連
盟
に
お
け
る

諸
活
動
の
周
知
に
努
め
た
。

　
７
．
国
民
の
健
康
会
議

　
国
民
に
対
し
て
医
療
の
諸

問
題
に
つ
い
て
関
心
を
高
め

理
解
を
得
る
と
い
う
観
点
か

ら
、
令
和
７
年
10
月
２
日
に

「
第
35
回 

国
民
の
健
康
会

議
」
を
「
人
生
１
０
０
年
を

生
き
抜
こ
う
‼
」
を
テ
ー
マ

に
、
日
本
教
育
会
館
「
一
ツ

橋
ホ
ー
ル
」
に
お
い
て
開
催

し
、
市
民
を
は
じ
め
医
療
関

係
者
・
団
体
な
ど
か
ら
２
０

６
名
が
参
加
し
た
。

　
８
．
研
修
活
動
の
推
進

　
研
修
活
動
に
つ
い
て
は
、

国
内
で
は
各
種
セ
ミ
ナ
ー
お

よ
び
説
明
会
の
開
催
、
海
外

で
は
医
療
視
察
研
修
団
の
派

遣
を
お
こ
っ
た
。

（
１
）
セ
ミ
ナ
ー
・
説
明
会

　
第
35
回
「
診
療
報
酬
請
求

事
務
セ
ミ
ナ
ー
」

　
期
日
＝
令
和
７
年
７
月
１

日
～
31
日
ま
で
Ｗ
Ｅ
Ｂ
配

信
、
参
加
者
＝
１
３
６
名

　
第
36
回
「
看
護
管
理
セ
ミ

ナ
ー
」

　
期
日
＝
令
和
７
年
11
月
20

日
、
会
場
＝
食
品
衛
生
セ
ン

タ
ー
、
参
加
者
＝
61
名

　
第
33
回
「
医
療
事
故
防
止

セ
ミ
ナ
ー
」

　
期
日
＝
令
和
７
年
11
月
27

日
、
会
場
＝
食
品
衛
生
セ
ン

タ
ー
、
参
加
者
＝
48
名

　
第
21
回
「
Ｄ
Ｐ
Ｃ
セ
ミ
ナ

ー
」

　
期
日
＝
令
和
８
年
２
月
25

日
、
会
場
＝
全
国
都
市
会

館
、
参
加
者
＝
１
２
１
名

　
「
令
和
８
年
度
診
療
報
酬

改
定
説
明
会
」（
日
本
病
院

会
と
共
催
）

　
期
日
＝
令
和
８
年
３
月
12

日
～
３
月
19
日
ま
で
Ｗ
Ｅ
Ｂ

配
信
、
参
加
者
＝
３
６
１
５

名　
第
36
回
「
診
療
報
酬
請
求

事
務
セ
ミ
ナ
ー
」

　
期
日
＝
令
和
８
年
３
月
27

日
～
４
月
30
日
ま
で
Ｗ
Ｅ
Ｂ

配
信

（
２
）
海
外
医
療
視
察
研
修

団　
「
海
外
（
ハ
ワ
イ
）
医
療

視
察
研
修
団
」

　
派
遣
国
：
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
（
ハ
ワ
イ
州
オ
ア
フ
島
・

ホ
ノ
ル
ル
）
期
間
＝
令
和
７

年
11
月
23
日
～
28
日
（
６
日

間
）、
参
加
者
＝
６
名

　
９
．
保
険
事
業
の
推
進

　
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、

本
年
度
加
入
数
は
、
病
院
賠

償
責
任
保
険
等
１
９
９
３

（
う
ち
勤
務
医
個
人
１
０
４

１
）、
居
宅
事
業
者
総
合
保

険
等
１
７
１
と
な
っ
た
。

　
10
．
医
療
関
係
団
体
と
の

連
携
強
化

　
本
連
盟
が
加
盟
す
る
日
本

病
院
団
体
協
議
会（
日
病
協
）

で
要
望
書
を
取
り
ま
と
め
て

提
出
す
る
と
と
も
に
、
日
病

協
を
構
成
す
る
各
病
院
団
体
、

そ
の
他
の
医
療
関
係
団
体
と

の
連
携
強
化
に
努
め
た
。

　
※
日
本
病
院
団
体
協
議
会

の
要
望
書

　
①
「
令
和
８
年
度
診
療
報

酬
改
定
に
係
る
要
望
書
【
第

１
報
】」（
令
和
７
年
４
月
16

日
）

　
②
「
Ｈ
Ｐ
Ｋ
Ｉ
セ
カ
ン
ド

電
子
証
明
書
に
よ
る
電
子
処

方
箋
リ
モ
ー
ト
署
名
サ
ー
ビ

ス
有
償
化
に
係
る
要
望
書
」

（
令
和
７
年
５
月
23
日
）

　
③
「
令
和
８
年
度
診
療
報

酬
改
定
に
係
る
要
望
書
【
第

２
報
】」（
令
和
７
年
７
月
16

日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

令和７年

病院経営分析調査報告
（令和７年 6 月調査）

一般社団法人 全国公私病院連盟

令和７年

病院概況調査報告書
（平成 24 年月調査）

一般社団法人 全国公私病院連盟

一

全国公私病院連盟から新刊のご案内

発刊：一般社団法人全国公私病院連盟 

病院経営実態調査報告

病院経営分析調査報告

病院概況調査報告書

全国公私病院連盟のホームページから調査結果の概要がご覧になれます

定価 12,000 円＋税

Ａ4 版 785 ページ

定価 16,000 円＋税

Ａ4 版 742 ページ

定価 18,000 円＋税

Ａ4 版 631 ページ

令和７年

６月調査

令和７年

６月調査

令和７年

６月調査

令和７年

病院経営実態調査報告
（令和７年 6 月調査）

一般社団法人 全国公私病院連盟

ご購入の際は全国公私病院連盟のホームページ

からお求めください。https://www.byo-ren.com/

経営上の指標を量的・質的に分析!!

収支の状況を統計的に把握!!

内容：経営収支の状況、医療収支の状況 など

内容：患者 医師１人１日当たり診療収入 など

内容：病床利用率、在院日数、施設状況 など

令和８年
３月末発刊

付録：結果表 CD-ROM

全
国
公
私
病
院
連
盟 

令
和
７
年
度
事
業
報
告
書（
案
）

令
和
７
年
度
事
業
報
告
書（
案
）

第35回「国民の健康会議」のもよう

第21回「ＤＰＣセミナー」のもよう



（ 4）2 0 2 6 年（令和 8年）5月 1日（金曜日）第 5 7 3 号 公私病連ニュース

が
あ
っ
た
。

　
③
望
月
副
会
長
か
ら
の

報
告

　
望
月
副
会
長
か
ら
「
地

域
医
療
構
想
及
び
医
療
計

画
等
に
関
す
る
検
討
会
の

と
り
ま
と
め
」
に
つ
い
て

報
告
が
あ
っ
た
。

　
④
第
21
回
「
Ｄ
Ｐ
Ｃ
セ

ミ
ナ
ー
」
開
催
結
果

　
事
務
局
か
ら
報
告
が
あ

っ
た
。

　
⑤
全
国
公
私
病
院
連
盟

・
日
本
病
院
会
共
催
「
令

和
８
年
度
診
療
報
酬
改
定

説
明
会
」
開
催
結
果

　
事
務
局
か
ら
報
告
が
あ

っ
た
。

【
主
な
協
議
事
項
】

　
①
令
和
８
年
度
「
定
時

総
会
決
議
（
案
）」
に
つ
い

て

　
事
務
局
よ
り
、
文
言
の

修
正
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
議
論
し
た
。

　
②
参
与
の
委
嘱

　
加
盟
団
体
か
ら
６
名
の

参
与
の
交
代
の
依
頼
が
あ

り
了
承
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

　
期
日
　
４
月
10
日（
金
）

　
会
場
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催

【
主
な
報
告
事
項
】

　
①
日
病
協
「
診
療
報
酬

実
務
者
会
議
」（
３
月
18

日
）

　
中
野
常
務
理
事
会
か
ら

報
告
が
あ
っ
た
。

　
・
令
和
８
年
度
診
療
報

酬
改
定
に
お
け
る
厚
生
労

働
省
保
険
局
医
療
課
「
疑

義
解
釈
（
そ
の
１
）」（
３

月
23
日
）
お
よ
び
「
疑
義

解
釈
（
そ
の
２
）」（
4
月

1
日
）

　
②
日
病
協
「
代
表
者
会

議
」（
３
月
27
日
）

　
北
村
副
会
長
か
ら
報
告

全
国
公
私
病
院
連
盟

　
　
　
役
員
会
だ
よ
り

　
全
国
公
私
病
院
連
盟
の
「
理
事
会
」
が
３
月
13

日
に
開
催
さ
れ
、「
令
和
８
年
度
事
業
計
画
書
」
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
公
私
病
院
連
盟
で
は
、

国
民
医
療
の
確
保
と
会
員
病
院
は
も
と
よ
り
全
国

の
病
院
の
医
療
・
保
健
・
福
祉
活
動
に
資
す
る
た

め
次
の
事
業
を
推
進
し
ま
す
。「
令
和
８
年
度
事

業
計
画
書
」
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
記

　
１
．
診
療
報
酬
お
よ
び
介

護
報
酬
対
策
運
動
の
推
進

（
１
）
令
和
10
年
度
診
療
報

酬
改
定
に
向
け
た
対
策
の
推

進（
２
）
控
除
対
象
外
消
費
税

の
解
消
対
策
の
推
進

（
３
）
中
央
社
会
保
険
医
療

協
議
会
へ
の
病
院
の
意
見
反

映（
４
）
次
期
介
護
報
酬
改
定

に
向
け
た
対
策
の
推
進

　
２
．
医
療
制
度
対
策
の
推

進（
１
）
医
療
保
険
制
度
対
策

の
推
進

（
２
）
専
門
医
制
度
対
策

（
３
）
勤
務
医
師
確
保
対
策

お
よ
び
労
働
負
担
軽
減
対
策

（
４
）
医
療
提
供
体
制
対
策

の
推
進

　
①
地
域
医
療
構
想
対
策

　
②
看
護
師
確
保
対
策

　
③
療
養
病
床
の
あ
り
方
の

検
討

　
３
．
高
齢
者
医
療
・
介
護

対
策
の
推
進

（
１
）
介
護
保
険
制
度
対
策

の
推
進

　
②
日
病
協
「
診
療
報
酬
実

務
者
会
議
」
の
対
応

（
３
）
委
員
会
活
動
の
活
性

化　
５
．
病
院
経
営
改
善
対
策

の
推
進

（
１
）
病
院
の
経
営
改
善
対

策（
２
）
税
制
対
策
の
推
進

　
６
．
調
査
活
動
の
推
進

（
１
）
令
和
８
年
６
月
病
院

運
営
実
態
分
析
調
査
の
実
施

お
よ
び
報
告
書
の
発
行

（
２
）
病
院
経
営
健
全
化
の

た
め
に
必
要
な
調
査
の
実
施

　
７
．
広
報
活
動
の
推
進

（
２
）
適
正
な
高
齢
者
医
療

対
策
の
研
究
お
よ
び
提
言

　
４
．
組
織
強
化
対
策
の
推

進（
１
）
加
盟
団
体
の
組
織
強

化
の
推
進

（
２
）
日
本
病
院
団
体
協
議

会
（
日
病
協
）
と
の
連
携

　
①
日
病
協「
代
表
者
会
議
」

の
対
応

（
１
）｢

公
私
病
連
ニ
ュ
ー

ス
」
の
発
行

（
２
）
第
36
回
「
国
民
の
健

康
会
議
」
の
開
催
（
令
和
８

年
10
月
２
日
）

（
３
）「
広
報
委
員
会
」
の
運

営　
８
．
研
修
活
動
の
推
進

（
１
）
講
習
会
の
開
催

　
①
第
37
回
「
診
療
報
酬
請

求
事
務
セ
ミ
ナ
ー
」

　
②
第
37
回
「
看
護
管
理
セ

ミ
ナ
ー
」

　
③
第
34
回
「
医
療
事
故
防

止
セ
ミ
ナ
ー
」

　
④
第
22
回
「
Ｄ
Ｐ
Ｃ
セ
ミ

ナ
ー
」

（
２
）
海
外
病
院
医
療
視
察

研
修
団
の
派
遣

　
①
ハ
ワ
イ
医
療
視
察
研
修

団　
期
間
：
令
和
８
年
11
月
16

日
（
月
）
～
11
月
21
日
（
土
）

の
６
日
間

　
９
．
保
険
事
業
の
推
進

（
１
）
病
院
賠
償
責
任
保
険

の
取
り
扱
い

（
２
）
勤
務
医
師
賠
償
責
任

保
険
の
取
り
扱
い

（
３
）
看
護
職
賠
償
責
任
保

険
の
取
り
扱
い

（
４
）
医
療
機
関
用
サ
イ
バ

ー
保
険
の
取
り
扱
い

（
５
）
居
宅
事
業
者
総
合
保

険
の
取
り
扱
い

（
６
）
株
式
会
社
公
私
病
連

共
済
会
（
保
険
代
理
店
）
と

の
連
携

（
７
）
特
定
退
職
金
共
済
制

度
の
推
進
と
取
り
扱
い

　
10
．
医
療
・
福
祉
関
係
団

体
と
の
連
携
強
化

　
11
．
そ
の
他
必
要
な
活
動

の
推
進

全国公私
病院連盟

令
和
８
年
度
事
業
計
画
書

令
和
８
年
度
事
業
計
画
書

 

令
和
８
年
度

「
事
業
計
画
書
」

全国公私病院連盟の会員病院向け保険制度のご案内

「ハラスメント」 「雇用問題」に対する備えは万全ですか？

雇用上の差別・各種ハラスメント・不当解雇等、雇用慣行に関連

する賠償請求のケースは多岐に渡ります。

また、雇用慣行賠償リスクはマネジメントレベルの管理では防ぎき

れない性質が強く、有事の際の費用や、対応体制の構築も同時

にご検討されることをおすすめします。

労働災害補償制度とは別に、民法上の責任が発生した

場合の高額補償に備えませんか？

労働災害に認定された場合であって、その災害について事業主

の過失をめぐって争われるような場合は、民法上の損害賠償責

任が問題となるケースが増えています。

保険期間：2025 年 11 月 1 日～2026 年 11 月 1 日

※いつからでも中途加入が可能です。

★ 保険の詳しい内容は、パンフレットを「全国公私病院連盟
ホームページ（https://www.byo-ren.com）」の

「保険のご案内」に掲載しておりますのでご欄ください。
右記のＱＲコードからのアクセスも可能です。

SJ25-09325 2025/11/04

損害保険ジャパン 株式会社

〒160-8338 東京都新宿区西新宿 1-26-1

TEL 03-3349-5113

受付時間：平日の午前 9 時から午後 5 時まで

< お 問 合 せ 先 >

取扱代理店 引受保険会社

株式会社 公私病連共済会

〒111-0042 東京都台東区寿 4-15-7

食品衛生センター7階

TEL 03-5830-6193 FAX 03-5830-6194

受付時間：平日の午前 9 時から午後 5 時まで

全国公私病院連盟

ハワイ医療視察研修募集のお知らせ

全国公私病院連盟では、海外医療視察研修（ハワイ）への参加者を

募集しています。この機会にどうぞご参加ください。

１．期 日：令和８年 11 月 16 日（月）～11 月 21 日（土）

２．募集人員：２５名程度（最少催行人員 10 名）

３．旅行費用：５９０,０００円 《10 名様以上の場合》

５２０,０００円 《15 名様以上の場合》

４７５,０００円 《20 名様以上の場合》

４５０,０００円 《25 名様以上の場合》

４．申込締切： 令和８年７月３１日（金）

５．視察先（予定）： The Queenʻs Medical Center

クィーンズメディカルセンターは、医療の質の高さに定評があ

り、米国で優れた病院として数多くの認証を受けている総合病院

です。優れた医療機関を認証する米国のJCから認証を受けている

ほか、米国で優れた看護師教育プログラムを提供する医療機関を

認証する ANCC（全米の 6％の病院のみ取得）からも認証されてい

ます。

特にがん治療では、優れた医療提供のほかに、患者・家族の心

理的・経済的サポートを行う「キャンサーナビゲーション」を構

築し信頼を集めています。

◆ 研修の詳細や参加の申込方法は、全国公私病院連盟ホームページ

の新着情報からご覧ください。

全国公私病院連盟ホームページ https://www.byo-ren.com/

◆ お問合せ e-mail アドレス info＠byo-ren.com


